
 

                                         

 

 

 

 

日 曜 学  校  行  事 

１ 日  

２ 月 ハイパーＱＵ 心のアンケート 下校指導 ５時間授業 一斉下校 15:10 藤バス 15:53 

３ 火 文化の日 

４ 水 ５年生根の上研修（１日目）  学習ボランティア  

５ 木 ５年生根の上研修（２日目）  恵那市総合防災訓練（Ｊアラート） ＡＬＴ 

６ 金  

７ 土 武並町文化まつり（作品展） 

８ 日 武並町文化まつり（作品展） 

９ 月 ＰＴＡ読み聞かせ ５時間授業 一斉下校 15:10 藤バス 15:53 

10 火 ＰＴＡ読み聞かせ 

11 水 学習ボランティア ３年校外学習 一斉下校 15:10 藤バス 15:53 ぞうＳＵＮクラブ 

12 木 ＡＬＴ 

13 金 ６年生修学旅行（奈良） 

14 土  

15 日  

16 月 下校指導 家庭学習週間 ５時間授業 一斉下校 15:10 藤バス 15:53 

17 火 水曜日課 委員会 

18 水 教育長訪問 ５時間授業 一斉下校 15:10 藤バス 15:53 

19 木 就学時健診 ＡＬＴ ３時間授業 一斉下校 13：00 藤バス 12：28 コミュニティス

クール 

20 金 防災スクール（全学年） 

21 土  

22 日  

23 月 勤労感謝の日 

24 火 ６年生中山道学習 クラブ  

25 水 地区別分散型授業参観⑤ 

26 木 地区別分散型授業参観⑤ ６年道笛学習 ＡＬＴ スクールカウンセラー 子ども展 

27 金 地区別分散型授業参観⑤ 西中生講話 

28 土  

29 日  

30 月 社会科見学（３年）  ５時間授業 一斉下校 15:10 藤バス 15:53 

12/1（火）まで（市

文化センター） 



 

     

※予定が変わることもありますので、ご了承ください。 

 

日 曜           学  校  行  事 

１ 火 集会 ６年道笛学習  

２ 水 ５時間授業 一斉下校 15：10 藤バス 15：53 ぞうＳＵＮクラブ 

３ 木 学校保健安全委員会 テコンドー工藤俊介選手来校 ＡＬＴ 

４ 金 委員会 ３年校外学習 

５ 土  

６ 日  

７ 月 分団会 下校指導 ５時間授業 一斉下校 15：10 藤バス 15：53 

８ 火  

９ 水 クラブ 学習ボランティア  

10 木 ＡＬＴ スクールカウンセラー  PTA 役員推薦委員会 19:00 

11 金 集会 ３年校外学習 

12 土  

13 日  

14 月 個別懇談 ５時間授業 一斉下校 13：25 西中バス 13：30 

15 火 6 年道笛学習 個別懇談 ５時間授業 一斉下校 13：25 西中バス 13：30 

16 水 個別懇談 ５時間授業 一斉下校 13：25 西中バス 13：30 

17 木 ＡＬＴ 個別懇談 ５時間授業 一斉下校 13：25 西中バス 13：30 

18 金 個別懇談 ５時間授業 一斉下校 13：25 西中バス 13：30 

19 土  

20 日  

21 月 職員会 見守りボランティア感謝の会 5 時間授業一斉下校 15：10 藤バス 15：53 

22 火 6 年道笛学習 

23 水 スケート教室 学習ボランティア 

24 木  

25 金 全校まとめ集会 ５時間授業 一斉下校 15：10 藤バス 15：53 

26 土 冬季休業日（～１/７まで） 

27 日  

28 月 仕事納め 

29 火  

30 水  

31 木  

冬休みの課題として、今年度は全学年「冬の友」を学習費で購入し取り組みます。その他の課題等

詳細につきましては、学級通信でお知らせいたします。 



武並の子どもや先生の活躍の様子が毎日５０枚以上の写真で更新される武並小学校ホームページへクリック   http://www.ena-gif.ed.jp/takenami-e 

 武の子 
                                    校長 土屋 真由美 

  

 武並小学校は２期制ですので、１０月９日（金）が前期終業式、１２日（月）が後期始業式でした。

５月の最終週から学校再開となり、４ヶ月半ほどの前期でしたが、お客さんからもたくさん褒めてい 

ただいた「気持ちのよい挨拶」や「自分たちで創り上げた運動会」他、コロナ禍で、様々な制限があ 

る中、どの子にも大切な宝物ができました。保護者の方、地域の方のご理解、ご協力に感謝いたします。 

 

終業式の日は、仲間や先生やお家の人から、頑張ったことやできるようになったことを褒めてもらう 

日だと話しました。そして、自分で自分を「がんばったね」「できるようになったね」と褒めてあげよ

うとも付け加えました。自分のことを大事にできる子は、周りの人も大事にできる子になります。 

 また、１２日（月）の後期の始業式では、次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手本を示す大人、結果ではなくその過程や子どもの思いを大切にする大人でありたいものです。 

令和２年１０月３０日 

恵那市立武並小学校 

学校報 №８ 

TEL  0573-28-2028 

takenami-e@ena-gif.ed.jp 

 今日から後期がスタートしました。約５ヶ月後のゴールは、○年生山の頂上にみんなで登り切

ってバンザイすることです。６年生は小学校山を登り切って、次は中学校山が待っています。 

後期も、４月の始業式に話した通り、武並小を「笑顔のあふれる学校」にしたい。これは、全

校の児童も先生もみんな。そのために、 

①いじめは絶対にしない いじめを許さない仲間であってほしい。 

②苦手なことや嫌いなことを無理と決めつけず、諦めないでまずやってみてほしい。 

頂上に向かう皆さんへ、より成長して登り切るため、より武並小が素敵な学校になって、もっ

と笑顔のあふれる学校になるために、２つのキーワードを忘れないでほしい。 

 

１ 「失敗は成功のもと」 失敗を恐れないで挑戦しよう 

 「成功」の反対は、「失敗」ではない。「挑戦しないこと」です。「挑戦」とは、何も大きなこと

をすることではなく、一歩前に進むことです。「失敗」も必ず前に進んでいるのです。 

わからないことや、間違えることは決して恥ずかしいことではありません。誰でも失敗します。

大人でも。間違いや失敗をしない人はいません。だから、失敗したことをそのままにせず、次に

生かすことが大切です。人の失敗や間違いをばかにしたり、責めたり笑ったりする人には決して

なってほしくないです。 

また、逆に、分からないことを分からないままにしていること、分かったふりをしていること

の方が、恥ずかしいことです。次への一歩がなく、成長しません。分からなかったら、分からな

いと言える人に、聞こえなかったら聞き返せる人になりましょう。 

 

２ 「ごめんね」「ありがとう」が言える子に 気持ちを言葉で伝えよう 

人を傷つけてしまったり、迷惑をかけてしまったりしたら「ごめんね」とすぐに言えることが

大事です。「わざとじゃないもん」とか「むこうが悪いから」と、逃げないで「しまった」と思っ

たら、後回しにしないですぐに言葉にして、相手に謝ることが大事です。後になればなるほど、

謝りにくくなって関係が悪くなります。 

また、誰かに何かをしてもらった時、うれしかった時、人への感謝の気持ちをきちんと言葉に

しよう。それが「ありがとう」の言葉です。 



 

 

 

    

昨年度より始まった低学年学習ボランティアの日。感染予防対策を十分に行った上で、10月７日より、

今年度もスタートしました。毎週水曜日の６時間目に地域の方や保護者の方が学習ボランティアとして

１・２年生の算数の授業（ゆとりの時間）を担任と一緒になって実施しています。たし算やひき算、時

刻やかさ（量）が１枚のプリントの中に文章問題として混ざり、問題をしっかりと解読しないと式が書

けない内容のプリントを１０枚行います。１０枚やりきることを目標に、１枚あたり４分間で行えるよ

う頑張っています。次から次へと解くことで脳のトレーニング（脳の活性）も狙っています。現在１０

名の学習ボランティアの方が登録していただいています。 

学習ボランティアの方が子どもたちを笑顔で認め、まるをつけていただけることで、子どもたちは、

集中して取り組み、問題を解いて正解できる喜びなど、学習意欲も向上しています。 

現在も「学習ボランティア」を募集しています。協力していただける方は武並小学校へご連絡くださ

い。電話（２８－２０２８ 教頭まで）毎週水曜日の午後１時５５分～２時３５分までです。 

 

 今年度より、さらに第２弾として、高学年の家庭科（ミシン）ボランティアの日も設けました。現在

５名の方が登録していただいています。家庭科を初めて学習する５年生は、家庭科室と教室の２つに分

かれ、ミシンの使い方、縫い方など教えていただいています。ミシンの使い方や裁縫の仕方が分かり、

作品（ナップザック）がどんどん仕上がってくると、製作意欲も沸き、製作する喜びを味わっています。 

  ご協力お願いします 

今後は、図工での作品作りや、低学年

の生活科での「昔の遊び体験」や、総合

的な学習での防災教育「防災スクール」

等でも、地域や保護者の方が先生になっ

て子どもたちの学習にお力を貸してい

ただきたいと思っています。 


